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宮
川
清
彦

宮
司

氏
子
定
期
総
会

ご
あ
い
さ
つ

令
和
二
年
度

氏
子
総
代
・
役
員

令
和
二
年
度

氏
子
総
代
・
役
員

　
令
和
二
年
が
始
ま
っ
て
早
、
四
ヶ
月
が
経
と

う
と
し
て
い
ま
す
。「
庚
子
（
か
の
え
ね
）」
と

も
い
う
年
で
す
が
、
表
す
意
味
は
、﹇
変
化
の

年
、
新
た
な
芽
吹
き
と
繁
栄
の
始
ま
り
﹈。
つ

ま
り
は
新
し
い
こ
と
を
始
め
る
の
に
よ
い
年
で

あ
り
、
天
地
の
助
け
を
得
て
順
調
に
進
む
事

を
暗
示
し
て
い
ま
す
。

　「
か
の
え
ね
」
の
年
は
六
十
年
に
一
度
回
っ
て

き
ま
す
が
、
前
回
は
今
上
陛
下
が
お
生
ま
れ

に
な
り
今
回
は
令
和
の
初
正
月
を
迎
え
た
輝

か
し
い
年
で
す
。
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
ふ

る
っ
て
い
ま
す
が
一
日
も
早
く
収
束
す
る
よ
う

願
う
ば
か
り
で
す
。

　
さ
て
、「
ね
」
年
に
ち
な
み
、
言
葉
の
遊
び

を
紹
介
し
ま
す
。
子
を
十
二
並
べ
て
ど
う
読
む

で
し
ょ
う
か
。
平
安
時
代
、
嵯
峨
天
皇
が
小

野
篁
（
お
の
の
た
か
む
ら
）
に
出
し
た
難
問
で

す
。「
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
子
」

　
答
え
は
区
切
る
と
こ
ろ
に
﹇（
の
）﹈
を
入

れ
て
「
ね
こ
（
の
）
こ
こ
ね
こ
　
し
し
（
の
）

こ
こ
し
し
」。
分
か
り
や
す
く
漢
字
で
示
し
、

句
読
点
を
入
れ
ま
す
と
、「
猫
の
子
、
子
猫

獅
子
の
子
、
子
獅
子
」
で
す
。

　「
子
」
と
い
う
漢
字
は
「
ね
」・「
こ
（
子
供

な
ど
の
こ
）」・「
し
（
子
息
な
ど
の
し
）」
と
い

う
よ
う
に
、
い
く
つ
も
読
み
方
が
あ
り
ま
す
ね
。

　
さ
て
、「
蛙
（
か
え
る
）
の
子
は
蛙
」
と
い

う
言
葉
を
思
い
出
し
ま
す
が
、
子
供
は
親
を

な
か
な
か
越
え
ら
れ
な
い
と
い
う
意
味
で
使
わ

れ
ま
す
。
今
は
家
に
い
て
も
学
習
が
で
き
、
情

報
も
手
に
入
り
ま
す
。
個
性
を
豊
か
に
し
、

感
性
を
伸
ば
す
こ
と
が
で
き
る
時
代
。
巡
り

き
た
「
か
の
え
ね
」
の
こ
の
年
に
、
今
ま
で
出

来
な
か
っ
た
こ
と
に
挑
戦
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　
生
島
足
島
神
社
に
お
祀
（
ま
つ
）
り
す
る

神
様
の
御
神
徳
は
「
万
物
を
生
み
育
て
国
中

を
満
ち
た
ら
し
め
る
」
も
の
で
す
。
六
十
年
に

一
度
巡
り
き
た
よ
き
年
、一
歩
を
踏
み
出
し
ま

し
ょ
う
。

　
令
和
二
年
三
月
一
日
御
本
社
に
於
い

て
、宮
川
宮
司
よ
り
継
続
さ
れ
た
総
代

七
名
と
新
総
代
一
名
の「
新
任
総
代
委

嘱
書
」が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
引
続
き
、令
和
二
年
度「
第
一
回
氏
子

総
代
会
」が
開
催
さ
れ
、任
期
満
了
の
責

任
役
員
三
名
の
選
出
選
挙
が
厳
正
に
行

わ
れ
、祭
典
部
長
に
横
山
正
直
氏（
十

班
）、管
理
部
長
に
木
本
昭
征
氏（
一

班
）、広
報
部
長
に
高
梨
勝
緒
氏（
十

班
）が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。神
社
・
氏
子

の
皆
さ
ん
の
ご
指
導
の
下
、円
滑
に
業
務

が
遂
行
で
き
ま
す
よ
う
、
新
任
総
代

共
々
ご
指
導
・
ご
鞭
撻
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　
な
お
、令
和
二
年
三
月
よ
り
左
記
の

「
新
役
員
と
分
担
表
」の
通
り
担
当
し
、

生
島
足
島
神
社
運
営
に
尽
力
い
た
し
ま

す
の
で
氏
子
の
皆
さ
ん
の
温
か
い
ご
支
援

と
ご
協
力
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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代
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梨
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班
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光
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修
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 田

村
　
民
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八
班
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新
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経
理
部
 上

野
　
正
人（
八
班
）

　
　
　
　
　
　
　
〃
 
 曲

尾
　
哲
夫（
九
班
）

 

管
理
部
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正
幸（
九
班
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部
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山
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管
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部
 島

田
　
信
夫（
十
班
）

　
三
月
二
十
一
日
（
土
）、
斎
館
会
議
室
に
お

い
て
午
後
三
時
よ
り
開
催
さ
れ
た
「
下
之
郷

三
頭
獅
子
舞
保
存
会
総
会
」
に
続
き
、
午
後

四
時
よ
り
多
く
の
方
々
が
出
席
さ
れ
る
中
、

「
氏
子
定
期
総
会
」
が
厳
粛
に
開
催
さ
れ
た
。

宮
川
宮
司
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
氏
子
総
代
長

あ
い
さ
つ
で
松
澤
繁
樹
総
代
長
よ
り
神
社
内

環
境
整
備
、
事
業
計
画
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
た
。

続
い
て
、
来
賓
の
歴
代
総
代
長
依
田
嘉
重
様

よ
り
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
村
越
深
典
自
治
会
長
を
議
長
に

選
出
し
、
左
記
の
議
事
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま

し
た
。

一
、
平
成
三
十
一
年
度
収
支
決
算
に

　   

つ
い
て

二
、
令
和
二
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

三
、
令
和
二
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

四
、
境
内
清
掃  

　  

　
　
出
役
に
つ
い
て

十
一
月
二
十
九
日 （
日
）

午
前
六
時
半
と
決
議

さ
れ
、
質
疑
応
答
の

後
、本
年
度
責
任
役

員
が
紹
介
さ
れ
閉
会

と
な
り
ま
し
た
。
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松
澤
繁
樹

氏
子
総
代
長

主
な
境
内
改
修

新
年
度

　ご
あ
い
さ
つ

新
任
総
代
の
方

新
任
総
代
の
方

④神賑祭の観覧テントとシート敷き ③社務所壁カビ清掃作業

②お焚き上げ燃えカス飛散防止柵 ①正月青竹による手水施設

総代作業

　
就
任
し
て
一
年
を
振
り
返
っ
て
見
ま
す
と
、

総
会
、
春
季
祭
、
祇
園
祭
、
秋
季
祭
、
年
末

年
始
、
節
分
追
難
祭
な
ど
主
な
行
事
、
祭
事

を
取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
が
、
全
て
に
お
い
て

準
備
、
片
づ
け
、
心
遣
い
が
必
要
で
あ
り
全

員
が
一
丸
と
な
り
取
り
組
む
姿
勢
の
重
要
性

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
氏
子
、
崇
敬
者
の
方
々
に
支
え
ら

れ
運
営
で
き
る
事
に
感
謝
し
な
が
ら
、
先
人
た

ち
が
守
っ
て
き
た
歴
史
あ
る
貴
重
な
文
化
財
、

形
態
を
守
る
た
め
、
多
く
の
補
修
、
改
修
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
ま
だ
出
来
な
か
っ
た

部
分
も
多
く
、
課

題
も
見
え
て
き
ま

し
た
。
今
期
は
安

全
で
安
心
、
そ
し

て
氏
子
の
皆
様
が

気
軽
に
神
社
に
来

て
い
た
だ
け
る
雰
囲

気
作
り
と
更
な
る

環
境
整
備
「
宮
池

の
フ
ェ
ン
ス
を
西
か
ら
南
側
を
新
し
く
す
る
、

監
視
カ
メ
ラ
の
強
化
、
山
宮
の
整
備
な
ど
」
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

と
改
修
・
改
善
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。前
号

（
第
五
十
二
号
）で
も
主
な
場
所
を
紹
介
し
ま

し
た
が
引
続
き
紹
介
し
ま
す
。

　
昨
年
度
は
、
参
拝
さ
れ
る
方
々
を
お
迎
え

す
る
に
あ
た
り
、「
安
全
で
心
安
ら
ぎ
、
何
度

も
訪
れ
て
頂
け
る
神
社
に
な
る
よ
う
に
」、

　
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
、

皆
様
の
ご
多
幸
が
訪
れ
る
事
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

8班
田村  民生

管理部
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八
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令
和
二
年
度 

事
業
計
画

友
野
直
樹

権
禰
宜

神
社
の
屋
根
を
見
て
み
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

〜【
千
木
】と【
鰹
木
】〜

一
、神
社
建
物
・
構
築
物
他
、公
園
の
保
守
点
検
整

　

  

備
を
実
施
す
る
。

一
、県
宝
歌
舞
伎
舞
台
の
壁
・
屋
根
瓦
の
修
繕
　

市
教
育
委
員
会
と
協
議
し
、施
工
方
法
の
検

討
等
を
進
め
予
算
を
立
て
る
道
筋
を
つ
け
る
。

二
、
社
務
所
と
斎
館
と
の
渡
り
廊
下
の
修
繕
　

現
在
屋
根
が
か
か
っ
て
い
な
い
た
め
床
手

す
り
が
腐
食
し
、通
行
や
作
業
等
危
険
な

た
め
、早
急
に
修
繕
す
る
。

三
、老
朽
化
し
た
宮
池
の
転
落
防
止
柵
を
神
社

カ
ラ
ー
の
柵
に
交
換
す
る
。

四
、水
質
浄
化
方
法
を
研
究
し
、宮
池
を
綺
麗
な

池
に
す
る
た
め
の
方
策
を
策
定
す
る
。

二
、総
代
・
神
職
・
職
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
。

　 

研
修
旅
行
・
親
睦
会
・
慰
労
会
等
を
計
画
、実

施
す
る
。

一
、会
計
業
務

　

一
、現
金
支
払
い
の
現
金
出
納
帳
を
記
帳
し
、手

持
ち
の
現
金
を
管
理
す
る
。

二
、日
々
の
収
支
を
日
計
簿
に
記
帳
し
て
月
計

表
等
を
作
成
し
毎
月
役
員
会
に
て
監
査
を

受
け
る
。

三
、関
係
書
類
を
準
備
し
、年
２
回
の
会
計
監
査

を
受
け
る
。

四
、一
般
会
計
収
支
決
算
書
、予
算
書
を
作
成
し

定
期
総
会
に
て
提
案
す
る
。

五
、総
代（
婦
人
部
）手
当
の
支
給
、職
員
俸
給
の

振
り
込
み
を
行
う
。

六
、週
初
め
、週
末
に
金
融
機
関
へ
行
き
初
穂

料
・
賽
銭
等
入
金
し
そ
の
他
各
種
振
込
み

を
行
う
。

二
、備
品（
飲
食
物
を
含
む
）の
手
配

一
、祭
典
及
び
会
合
後
に
直
会
の
有
る
場
合
は
、

飲
物
・
皿
盛
り
等
の
手
配
を
行
う
。

二
、総
代
出
役
な
ど
の
際
は
、飲
物
・
弁
当
の
手

配
を
行
う
。

三
、事
務
備
品
、作
業
備
品
の
手
配
を
行
う
。

三
、長
野
県
神
社
庁
、新
庁
舎
氏
子
会
館
建
設
に

　
　つい
て 
（
新
庁
舎
設
立
負
担
金
に
備
え
る
。）

一
、祭
典
参
進
前
の
手
水
の
儀
、警
護
、扉
、柵
、注

連
縄
の
開
閉
他
、準
備
、片
付
け
の
手
伝
い
。

二
、結
婚
式
の
準
備
、片
付
け
、浦
安
の
舞
の
練
習

時
の
世
話
役
。

三
、年
末
年
始
の
準
備
、注
連
縄
作
り
等
の
作
事

を
早
め
に
行
う
。

四
、名
入
れ
だ
る
ま
、福
だ
る
ま
の
目
入
れ
、福
升

の
焼
印
押
し
等
、事
前
準
備
。

五
、山
榊（
そ
よ
ご
）、空
木（
ウ
ツ
ギ
）、ヨ
シ
等
の

採
取
、ま
た
採
取
場
所
の
環
境
が
変
化
し
て

い
る
の
で
対
策
を
考
慮
す
る
。

六
、結
界
作
り
用
の
青
竹
取
り
、地
主
、持
ち
主
に

事
前
に
お
願
い
し
て
お
く
。

七
、各
部
と
協
力
し
て
作
業
、準
備
を
ス
ム
ー
ズ

に
行
う
様
に
す
る
事
。

八
、祭
事
に
つ
い
て
神
職
と
準
備
に
つ
い
て
等
、

打
ち
合
わ
せ
を
す
る
。

九
、年
二
〜
三
回
、注
連
縄
、紙
垂
を
取
り
替
え
る
。

十
、新
し
い
部
員
に
早
く
仕
事
の
内
容
段
取
り
を

覚
え
て
も
ら
う
。

一
、境
内
清
掃

　 

宮
池
、水
口
、排
水
溝
の
管
理
清
掃
定
期
的
に

行
う
。第
二
駐
車
場
の
清
掃
。境
内
、枯
れ
木
、

支
障
木
の
除
去
作
業（
一
部
外
注
あ
り
）。草

刈
り
の
業
務
、境
内
、参
道
、御
旅
所
、山
宮

（
各
所 

年
二
〜
三
回
）。下
之
郷
双
葉
会
の
清

掃
業
務
あ
り
。境
内
建
造
物
、屋
根
の
落
ち
葉

な
ど
の
除
去
作
業
。

二
、境
内
整
備

　 

宮
池
西
側
フ
ェ
ン
ス
通
り
に
牡
丹
、ア
ジ
サ

イ
の
補
植
を
し
て
環
境
を
良
く
す
る
。子
安

社
周
り
に
草
花
を
移
植
し
環
境
を
良
く
す

る
。生
島
公
園
の
管
理
、榊
、八
重
桜
の
木
、垂

れ
柳
、そ
の
他
の
手
入
れ
。山
宮
、植
林
地
の

手
入
れ
、須
川
、社
有
地
の
手
入
れ
。宮
池
の

水
質
浄
化
に
伴
う
水
利
管
理
、地
区
水
利
委

員
会
打
合
せ
。

三
、各
部
と
の
連
絡
業
務

　 

祭
典
部  

各
祭
事
の
準
備
・
要
請
有
り
次
第
対

応
す
る
。

　 

広
報
部  

各
業
務
の
準
備
・
各
イ
ベ
ン
ト
準
備

な
ど
。

四
、年
末
年
始
の
準
備

　 

薪
作
り  

春
に
準
備
す
る
。山
宮
、東
山
よ
り

調
達
す
る
。お
焚
き
上
げ
用
は
年
末
に
東
山

よ
り
調
達
す
る
。（
軽
ト
ラ
十
〜
十
五
台
）。

　 

ス
ト
ー
ブ
、灯
油
の
準
備
、照
明
設
備
、駐
車

場（
一
部
外
注
）、各
駐
車
場
の
白
線
引
き
、

雪
つ
き
用
具
・
本
殿
周
り
の
参
拝
者
の
対
応

の
準
備
な
ど
。道
路
標
識
の
準
備
点
検
設
置

な
ど
。

五
、資
源
物
の
管
理

　 

資
源
物
管
理
は
管
理
部
で
毎
月
第
三
金
曜
日

に
当
番
表
に
よ
り
行
う
。

六
、車
両
の
管
理

　 

車
検
、点
検（
指
定
販
売
店
）

　 

タ
イ
ヤ
交
換（
夏
、冬
履
き
替
え
）

七
、倉
庫
、西
ハ
ウ
ス
の
管
理

　 

各
道
具
、工
具
、御
柱
の
道
具
、神
輿
、整
備
・

点
検
　
整
理
整
頓
、各
種
、燃
料
、点
検

一
、神
社
境
内
に
お
け
る
事
業

　 

季
節
ご
と
に
神
社
大
型
看
板
を
差
し
替
え
る
。

（
6
月
七
五
三
・
11
月
初
詣
・
2
月
常
設
）

二
、神
社
内
で
の
記
録
写
真
の
撮
影
と
編
集
整
理

三
、神
社
便
り
の
発
行

四
、神
社
祭
事
・
イ
ベ
ン
ト
時
の
許
可
書
申
請

五
、福
だ
る
ま
頒
布

六
、カ
レ
ン
ダ
ー
・
ポ
ス
タ
ー
作
成

　 

テ
ー
マ
を
決
め
て
写
真
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
、

カ
レ
ン
ダ
ー
や
ポ
ス
タ
ー
の
作
成

七
、だ
る
ま
会
計
決
算

八
、広
報
活
動

  

・
生
島
足
島
神
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）が

活
用
で
き
る
様
に
更
改
す
る

  

・
広
告
代
理
店
な
ど
に
情
報
を
提
供
し
、知
名

度
と
参
拝
者
集
客
向
上
に
努
め
る
。　

  

・
広
報
誌
等
継
続
し
て
デ
ザ
イ
ン
の
改
善
を

図
る
。

　
神
社
の
建
物
に
は
、一
般
住
宅
に
は
見
ら
れ

な
い
所
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。お
参
り
の
際
必

ず
目
に
し
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。そ
の
意
味
を

知
り
、次
回
の
お
参
り
の
際
じ
っ
く
り
鑑
賞
し
て

見
ま
せ
ん
か
？
比
べ
て
み
る
と
、新
た
な
楽
し
み

が
生
ま
れ
て
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
回
は
特
に
屋
根
の
飾
り
に
つ
い
て
触
れ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
特
徴
的
な
も
の
は
２
点
程
あ
り
ま
す
。先
ず

は
棟
の
端
に
あ
る×

 ×

の
部
分
で
す
。こ
れ
を

「
千
木
」（
ち
ぎ
）と
言
い
ま
す
。

　
御
神
前
で
奏
上
す
る
祝
詞
の
中
で
も
、「
高

天
の
原
に
千
木
高
知
り
て…

云
々
」と
あ
り
、

神
社
建
築
で
特
徴
的
な
も
の
で
あ
り
神
社
の
シ

ン
ボ
ル
と
も
い
え
ま
す
。

　
意
味
は
、「
神
様
が
居
ら
れ
ま
す
高
天
の
原

ま
で
知
れ
渡
り
届
く
よ
う
な
立
派
な
千
木…

云
々
」と
言
う
意
味
に
な
り
ま
す
。

　「
古
事
記
」の
国
譲
り
神
話
で
は
、大
国
主

命
が
譲
渡
の
条
件
と
し
て
、「
大
空
に
千
木
を

高
々
そ
び
え
さ
せ
た
神
殿
を
お
作
り
い
た
だ
け

る
な
ら…
」と
あ
り
ま
す
。

　
千
木
は
本
来
、屋
根
の
部
材
の
破
風
板
が
伸

び
て
突
き
抜
け
た
も
の
で
す
。

　
現
在
は
、建
築
上
必
要
な
部
分
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。装
飾
の
一
部
と
な
っ
て
い
ま
す
。古
代
、

建
物
で
立
派
な
千
木
を
屋
根
に
つ
け
る
事
は
、

誰
に
で
も
出
来
る
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

宮
殿
等
、一
部
に
認
め
ら
れ
て
い
た
権
威
の
象

徴
だ
っ
た
の
で
す
。神
様
の
御
神
徳
を
表
す
為

に
、特
に
神
社
建
築
に
残
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。因
み
に
、千
木
は
内
削
ぎ
と
外
削
ぎ
の
二

種
類
の
形
状
が
あ
り
ま
す
。神
様
に
よ
っ
て
変

わ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、理
由
は
よ
く

解
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
次
は
、棟
木
の
横
に
載
っ
て
い
る
丸
太
で
す
。

こ
れ
は「
堅
魚
木
」（
か
つ
お
ぎ
）と
言
い
ま
す
。

棟
木
の
補
強
の
為「
葛
」（
カ
ズ
ラ
）で
締
め
た
葛

緒
木
が
、語
源
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、魚
の
カ
ツ
オ
が
横
た
わ
っ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
の
で
そ
の
名
称
が
つ
い
た
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
は
、丸
々
太
っ
た
鰹
が
イ

メ
ー
ジ
出
来
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

　
堅
魚
木
は
、元
々
屋
根
を
抑
え
る「
お
も
し
」

で
し
た
。縄
文
時
代
の
竪
穴
式
住
居
に
も
見
受

け
ら
れ
る
そ
う
で
、大
変
古
い
建
築
様
式
で
す
。

古
代
建
築
は
現
代
の
よ
う
に
瓦
な
ど
は
載
っ
て

い
ま
せ
ん
か
ら
強
風
に
煽
ら
れ
た
ら
ひ
と
た
ま

り
も
あ
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、大
き
な
丸
太
を
載

せ
て
抑
え
と
し
て
い
ま
し
た
。藁
葺
き
屋
根
の
抑

え
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　
数
は
、神
社
に
よ
っ
て
偶
数
奇
数
な
ど
違
い

が
あ
り
ま
す
が
、意
味
は
良
く
わ
か
っ
て
い
ま

せ
ん
。

　「
古
事
記
」雄
略
天
皇
条
に
は
、「
天
皇
の
宮

殿
に
似
せ
て
堅
魚
を
上
げ
た
家
が
あ
る

云
々
・・・
焼
い
て
し
ま
え
」と
、あ
り
ま
す
。こ
の

事
か
ら
、古
来
は
皇
居
に
限
ら
れ
て
い
た
様
式

と
も
考
え
ら
れ
ま
す

　
今
回
は
、「
千
木
」「
堅
魚
木
」の
二
点
を
取

り
上
げ
ま
し
た
。ご
理
解
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。

神
社
は
参
拝
後
、建
築
や
装
飾
等
を
鑑
賞
し

て
、先
人
た
ち
の
崇
敬
の
念
や
技
術
を
肌
で
感

じ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。ま
た
宮
大
工
達
の
心

意
気
や
、建
設
当
時
の
流
行
等
も
見
て
取
れ
ま

す
。是
非
目
線
を
上
に
向
け
神
社
の
屋
根
に
注

目
し
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

総
務
部
長

　

   
永
井
憲
幸（
四
班
）

総務部

経
理
部
長

　

   

伊
藤
治
明（
六
班
）

経理部

祭
典
部
長

　
   

横
山
正
直（
十
班
）

祭典部

摂社諏訪神社の千木と堅魚木

延喜式内名神大社　生島足島神社便り令和2年4月 第53号 （4）



一
、神
社
建
物
・
構
築
物
他
、公
園
の
保
守
点
検
整

　

  

備
を
実
施
す
る
。

一
、県
宝
歌
舞
伎
舞
台
の
壁
・
屋
根
瓦
の
修
繕
　

市
教
育
委
員
会
と
協
議
し
、施
工
方
法
の
検

討
等
を
進
め
予
算
を
立
て
る
道
筋
を
つ
け
る
。

二
、
社
務
所
と
斎
館
と
の
渡
り
廊
下
の
修
繕
　

現
在
屋
根
が
か
か
っ
て
い
な
い
た
め
床
手

す
り
が
腐
食
し
、通
行
や
作
業
等
危
険
な

た
め
、早
急
に
修
繕
す
る
。

三
、老
朽
化
し
た
宮
池
の
転
落
防
止
柵
を
神
社

カ
ラ
ー
の
柵
に
交
換
す
る
。

四
、水
質
浄
化
方
法
を
研
究
し
、宮
池
を
綺
麗
な

池
に
す
る
た
め
の
方
策
を
策
定
す
る
。

二
、総
代
・
神
職
・
職
員
相
互
の
親
睦
を
図
る
。

　 

研
修
旅
行
・
親
睦
会
・
慰
労
会
等
を
計
画
、実

施
す
る
。

一
、会
計
業
務

　

一
、現
金
支
払
い
の
現
金
出
納
帳
を
記
帳
し
、手

持
ち
の
現
金
を
管
理
す
る
。

二
、日
々
の
収
支
を
日
計
簿
に
記
帳
し
て
月
計

表
等
を
作
成
し
毎
月
役
員
会
に
て
監
査
を

受
け
る
。

三
、関
係
書
類
を
準
備
し
、年
２
回
の
会
計
監
査

を
受
け
る
。

四
、一
般
会
計
収
支
決
算
書
、予
算
書
を
作
成
し

定
期
総
会
に
て
提
案
す
る
。

五
、総
代（
婦
人
部
）手
当
の
支
給
、職
員
俸
給
の

振
り
込
み
を
行
う
。

六
、週
初
め
、週
末
に
金
融
機
関
へ
行
き
初
穂

料
・
賽
銭
等
入
金
し
そ
の
他
各
種
振
込
み

を
行
う
。

二
、備
品（
飲
食
物
を
含
む
）の
手
配

一
、祭
典
及
び
会
合
後
に
直
会
の
有
る
場
合
は
、

飲
物
・
皿
盛
り
等
の
手
配
を
行
う
。

二
、総
代
出
役
な
ど
の
際
は
、飲
物
・
弁
当
の
手

配
を
行
う
。

三
、事
務
備
品
、作
業
備
品
の
手
配
を
行
う
。

三
、長
野
県
神
社
庁
、新
庁
舎
氏
子
会
館
建
設
に

　
　つい
て 

（
新
庁
舎
設
立
負
担
金
に
備
え
る
。）

一
、祭
典
参
進
前
の
手
水
の
儀
、警
護
、扉
、柵
、注

連
縄
の
開
閉
他
、準
備
、片
付
け
の
手
伝
い
。

二
、結
婚
式
の
準
備
、片
付
け
、浦
安
の
舞
の
練
習

時
の
世
話
役
。

三
、年
末
年
始
の
準
備
、注
連
縄
作
り
等
の
作
事

を
早
め
に
行
う
。

四
、名
入
れ
だ
る
ま
、福
だ
る
ま
の
目
入
れ
、福
升

の
焼
印
押
し
等
、事
前
準
備
。

五
、山
榊（
そ
よ
ご
）、空
木（
ウ
ツ
ギ
）、ヨ
シ
等
の

採
取
、ま
た
採
取
場
所
の
環
境
が
変
化
し
て

い
る
の
で
対
策
を
考
慮
す
る
。

六
、結
界
作
り
用
の
青
竹
取
り
、地
主
、持
ち
主
に

事
前
に
お
願
い
し
て
お
く
。

七
、各
部
と
協
力
し
て
作
業
、準
備
を
ス
ム
ー
ズ

に
行
う
様
に
す
る
事
。

八
、祭
事
に
つ
い
て
神
職
と
準
備
に
つ
い
て
等
、

打
ち
合
わ
せ
を
す
る
。

九
、年
二
〜
三
回
、注
連
縄
、紙
垂
を
取
り
替
え
る
。

十
、新
し
い
部
員
に
早
く
仕
事
の
内
容
段
取
り
を

覚
え
て
も
ら
う
。

一
、境
内
清
掃

　 

宮
池
、水
口
、排
水
溝
の
管
理
清
掃
定
期
的
に

行
う
。第
二
駐
車
場
の
清
掃
。境
内
、枯
れ
木
、

支
障
木
の
除
去
作
業（
一
部
外
注
あ
り
）。草

刈
り
の
業
務
、境
内
、参
道
、御
旅
所
、山
宮

（
各
所 

年
二
〜
三
回
）。下
之
郷
双
葉
会
の
清

掃
業
務
あ
り
。境
内
建
造
物
、屋
根
の
落
ち
葉

な
ど
の
除
去
作
業
。

二
、境
内
整
備

　 

宮
池
西
側
フ
ェ
ン
ス
通
り
に
牡
丹
、ア
ジ
サ

イ
の
補
植
を
し
て
環
境
を
良
く
す
る
。子
安

社
周
り
に
草
花
を
移
植
し
環
境
を
良
く
す

る
。生
島
公
園
の
管
理
、榊
、八
重
桜
の
木
、垂

れ
柳
、そ
の
他
の
手
入
れ
。山
宮
、植
林
地
の

手
入
れ
、須
川
、社
有
地
の
手
入
れ
。宮
池
の

水
質
浄
化
に
伴
う
水
利
管
理
、地
区
水
利
委

員
会
打
合
せ
。

三
、各
部
と
の
連
絡
業
務

　 

祭
典
部  

各
祭
事
の
準
備
・
要
請
有
り
次
第
対

応
す
る
。

　 

広
報
部  

各
業
務
の
準
備
・
各
イ
ベ
ン
ト
準
備

な
ど
。

四
、年
末
年
始
の
準
備

　 

薪
作
り  

春
に
準
備
す
る
。山
宮
、東
山
よ
り

調
達
す
る
。お
焚
き
上
げ
用
は
年
末
に
東
山

よ
り
調
達
す
る
。（
軽
ト
ラ
十
〜
十
五
台
）。

　 

ス
ト
ー
ブ
、灯
油
の
準
備
、照
明
設
備
、駐
車

場（
一
部
外
注
）、各
駐
車
場
の
白
線
引
き
、

雪
つ
き
用
具
・
本
殿
周
り
の
参
拝
者
の
対
応

の
準
備
な
ど
。道
路
標
識
の
準
備
点
検
設
置

な
ど
。

五
、資
源
物
の
管
理

　 

資
源
物
管
理
は
管
理
部
で
毎
月
第
三
金
曜
日

に
当
番
表
に
よ
り
行
う
。

六
、車
両
の
管
理

　 

車
検
、点
検（
指
定
販
売
店
）

　 

タ
イ
ヤ
交
換（
夏
、冬
履
き
替
え
）

七
、倉
庫
、西
ハ
ウ
ス
の
管
理

　 

各
道
具
、工
具
、御
柱
の
道
具
、神
輿
、整
備
・

点
検
　
整
理
整
頓
、各
種
、燃
料
、点
検

一
、神
社
境
内
に
お
け
る
事
業

　 

季
節
ご
と
に
神
社
大
型
看
板
を
差
し
替
え
る
。

（
6
月
七
五
三
・
11
月
初
詣
・
2
月
常
設
）

二
、神
社
内
で
の
記
録
写
真
の
撮
影
と
編
集
整
理

三
、神
社
便
り
の
発
行

四
、神
社
祭
事
・
イ
ベ
ン
ト
時
の
許
可
書
申
請

五
、福
だ
る
ま
頒
布

六
、カ
レ
ン
ダ
ー
・
ポ
ス
タ
ー
作
成

　 

テ
ー
マ
を
決
め
て
写
真
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
、

カ
レ
ン
ダ
ー
や
ポ
ス
タ
ー
の
作
成

七
、だ
る
ま
会
計
決
算

八
、広
報
活
動

  

・
生
島
足
島
神
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
Ｈ
Ｐ
）が

活
用
で
き
る
様
に
更
改
す
る

  

・
広
告
代
理
店
な
ど
に
情
報
を
提
供
し
、知
名

度
と
参
拝
者
集
客
向
上
に
努
め
る
。　

  

・
広
報
誌
等
継
続
し
て
デ
ザ
イ
ン
の
改
善
を

図
る
。

　
神
社
の
建
物
に
は
、一
般
住
宅
に
は
見
ら
れ

な
い
所
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。お
参
り
の
際
必

ず
目
に
し
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。そ
の
意
味
を

知
り
、次
回
の
お
参
り
の
際
じ
っ
く
り
鑑
賞
し
て

見
ま
せ
ん
か
？
比
べ
て
み
る
と
、新
た
な
楽
し
み

が
生
ま
れ
て
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
回
は
特
に
屋
根
の
飾
り
に
つ
い
て
触
れ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
特
徴
的
な
も
の
は
２
点
程
あ
り
ま
す
。先
ず

は
棟
の
端
に
あ
る×

 ×

の
部
分
で
す
。こ
れ
を

「
千
木
」（
ち
ぎ
）と
言
い
ま
す
。

　
御
神
前
で
奏
上
す
る
祝
詞
の
中
で
も
、「
高

天
の
原
に
千
木
高
知
り
て…

云
々
」と
あ
り
、

神
社
建
築
で
特
徴
的
な
も
の
で
あ
り
神
社
の
シ

ン
ボ
ル
と
も
い
え
ま
す
。

　
意
味
は
、「
神
様
が
居
ら
れ
ま
す
高
天
の
原

ま
で
知
れ
渡
り
届
く
よ
う
な
立
派
な
千
木…

云
々
」と
言
う
意
味
に
な
り
ま
す
。

　「
古
事
記
」の
国
譲
り
神
話
で
は
、大
国
主

命
が
譲
渡
の
条
件
と
し
て
、「
大
空
に
千
木
を

高
々
そ
び
え
さ
せ
た
神
殿
を
お
作
り
い
た
だ
け

る
な
ら…

」と
あ
り
ま
す
。

　
千
木
は
本
来
、屋
根
の
部
材
の
破
風
板
が
伸

び
て
突
き
抜
け
た
も
の
で
す
。

　
現
在
は
、建
築
上
必
要
な
部
分
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。装
飾
の
一
部
と
な
っ
て
い
ま
す
。古
代
、

建
物
で
立
派
な
千
木
を
屋
根
に
つ
け
る
事
は
、

誰
に
で
も
出
来
る
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

宮
殿
等
、一
部
に
認
め
ら
れ
て
い
た
権
威
の
象

徴
だ
っ
た
の
で
す
。神
様
の
御
神
徳
を
表
す
為

に
、特
に
神
社
建
築
に
残
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。因
み
に
、千
木
は
内
削
ぎ
と
外
削
ぎ
の
二

種
類
の
形
状
が
あ
り
ま
す
。神
様
に
よ
っ
て
変

わ
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、理
由
は
よ
く

解
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　
次
は
、棟
木
の
横
に
載
っ
て
い
る
丸
太
で
す
。

こ
れ
は「
堅
魚
木
」（
か
つ
お
ぎ
）と
言
い
ま
す
。

棟
木
の
補
強
の
為「
葛
」（
カ
ズ
ラ
）で
締
め
た
葛

緒
木
が
、語
源
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、魚
の
カ
ツ
オ
が
横
た
わ
っ
て
い
る
よ
う

に
見
え
る
の
で
そ
の
名
称
が
つ
い
た
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
は
、丸
々
太
っ
た
鰹
が
イ

メ
ー
ジ
出
来
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

　
堅
魚
木
は
、元
々
屋
根
を
抑
え
る「
お
も
し
」

で
し
た
。縄
文
時
代
の
竪
穴
式
住
居
に
も
見
受

け
ら
れ
る
そ
う
で
、大
変
古
い
建
築
様
式
で
す
。

古
代
建
築
は
現
代
の
よ
う
に
瓦
な
ど
は
載
っ
て

い
ま
せ
ん
か
ら
強
風
に
煽
ら
れ
た
ら
ひ
と
た
ま

り
も
あ
り
ま
せ
ん
。そ
こ
で
、大
き
な
丸
太
を
載

せ
て
抑
え
と
し
て
い
ま
し
た
。藁
葺
き
屋
根
の
抑

え
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　
数
は
、神
社
に
よ
っ
て
偶
数
奇
数
な
ど
違
い

が
あ
り
ま
す
が
、意
味
は
良
く
わ
か
っ
て
い
ま

せ
ん
。

　「
古
事
記
」雄
略
天
皇
条
に
は
、「
天
皇
の
宮

殿
に
似
せ
て
堅
魚
を
上
げ
た
家
が
あ
る

云
々
・・・
焼
い
て
し
ま
え
」と
、あ
り
ま
す
。こ
の

事
か
ら
、古
来
は
皇
居
に
限
ら
れ
て
い
た
様
式

と
も
考
え
ら
れ
ま
す

　
今
回
は
、「
千
木
」「
堅
魚
木
」の
二
点
を
取

り
上
げ
ま
し
た
。ご
理
解
頂
け
た
ら
幸
い
で
す
。

神
社
は
参
拝
後
、建
築
や
装
飾
等
を
鑑
賞
し

て
、先
人
た
ち
の
崇
敬
の
念
や
技
術
を
肌
で
感

じ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。ま
た
宮
大
工
達
の
心

意
気
や
、建
設
当
時
の
流
行
等
も
見
て
取
れ
ま

す
。是
非
目
線
を
上
に
向
け
神
社
の
屋
根
に
注

目
し
て
頂
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。

参
考
文
献

　『神
道
い
ろ
は
』

　神
社
本
庁
教
学
研
究
所 

監
修

　二
〇
〇
四
年
二
月
一
日

　神
社
新
報
社

　『社
寺
建
築
を
読
み
解
く
』

　相
原
文
哉 

著 

長
野
県
神
社
庁 

協
力  

　二
〇
一
二
年
六
月
一
日

　ほ
お
ず
き
書
籍

管
理
部
長

　
   

木
本
昭
征（
一
班
）

管理部

広
報
部
長

　

   

高
梨
勝
緒（
十
班
）

広報部

摂社諏訪神社の千木と堅魚木

御本社の千木と堅魚木

延喜式内名神大社　生島足島神社便り第53号 （5） 令和2年4月



　
月
次
祭
　つ
き
な
み
さ
い

  

（
毎
月
朔
日
　午
前
九
時
）一
月
は
斎
行
し
な
い

　　
歳
旦
祭
　
さ
い
た
ん
さ
い

　     

（
一
月
一
日
　
午
前
九
時
） 正
月
元
旦

　
御
門
祭
　
み
か
ど
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　  

（
一
月
八
日
　
午
前
八
時
）

　
荒
魂
社
例
祭
　あ
ら
み
た
ま
し
ゃ
れ
い
さ
い

　
　
　
　
　
　  

（
一
月
八
日
　
午
前
九
時
）

　
御
筒
粥
卜
（
占
）
神
事  

お
つ
つ
が
ゆ
う

　
ら
な
い
し
ん
じ
　

（
一
月
十
四
日  

夜  

御
籠
祭
後
引
き
続
き
）

　
御
筒
粥
卜
（
占
）
奉
告
祭
及
蟇
目
鳴
弦
並

　蛙
狩
神
事  

お
つ
つ
が
ゆ
う
ら
な
い
ほ
う
こ

　
く
さ
い
お
よ
び
ひ
き
め
め
い
げ
ん
な
ら
び

　
に
か
わ
ず
が
り
し
ん
じ

　
（
一
月
十
五
日 

午
後
一
時
）
旧
成
人
の
日

　
節
分
追
儺
祭
　せ
つ
ぶ
ん
つ
い
な
さ
い

　
　
　
　
　
　 

（
二
月
三
日
　
午
後
二
時
）

　会
員
年
度
表
彰
　  

　
　   

（
引
き
続
き
）

　
鬼
や
ら
い
豆
撒
き
　
　
　  

（
午
後
三
時
）

　
紀
元
（
節
）
祭
並
神
位
祭
　

　（
せ
つ
）
さ
い
な
ら
び
に
し
ん
い
さ
い
　

　
　
　
　
　  

（
二
月
十
一
日
　
午
前
十
時
）

　
祈
年
祭  

き
ね
ん
さ
い

　
　
　
　
　  

（
二
月
十
七
日
　
午
前
九
時
）

　
天
長
（
節
）
祭  

て
ん
ち
ょ
う（
せ
つ
）さ
い

 

（
二
月
二
十
三
日 

午
前
十
時
）
天
皇
誕
生
日

　
お
ん
て
ん
の
う
お
ろ
し
の
み
ま
つ
り
　

　
　
　
　
　  

（
六
月
三
十
日
　
午
後
五
時
）

　
六
月
の
大
祓
式
（
夏
越
の
祓
）
ろ
く
が

　
つ
の
お
お
は
ら
え
し
き（
な
ご
し
の
は
ら
え
）

　
　
　
　  

（
六
月
三
十
日
　
午
後
六
時
半
）

　　
祇
園
祭  

ぎ
お
ん
さ
い
（
七
月
最
終
日
曜
日
）

　
子
供
神
輿
・
大
人
神
輿
・
浦
安
の
舞

　
下
之
郷
三
頭
獅
子
舞
奉
納
奉
告
祭
し
も
の

　
ご
う
み
か
し
ら
し
し
ま
い
ほ
う
の
う
ほ
う

　
こ
く
さ
い
（
七
月
最
終
日
曜
日
午
後
二
時
）

　
獅
子
舞
奉
納

　
御
歳
代
植
苗
祭
（
御
田
植
神
事
）
並
祇
園

　祭 

み
と
し
ろ
し
ょ
く
び
ょ
う
さ
い
（
お
た

　
う
え
し
ん
じ
）
な
ら
び
に
ぎ
お
ん
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
翌
日
午
後
五
時
）

　　
　
　

　
田
面
神
事
　
た
の
も
し
ん
じ

　
　
　
　
　
　  

（
九
月
一
日
　
午
後
五
時
）

　
八
幡
社
例
祭
　
は
ち
ま
ん
し
ゃ
れ
い
さ
い

　
　
　
　
　  

（
九
月
十
五
日
　
午
前
十
時
）

　
例
祭（
秋
季
祭
） （
御
本
社
上
宮
）

  

れ
い
さ
い

　（
し
ゅ
う
き
さ
い
）

     

（
ご
ほ
ん
し
ゃ
か
み
の
み
や
）

 

　
　
　
　
　
　
（
九
月
十
九
日
　
午
前
十
時
）

　神
賑
祭（
歌
舞
伎
舞
台
）      　
し
ん
し
ん
さ
い

　
　
　
　
　  

　
　
　
　
　
（
午
後
一
時
半
）

　
　

　
　 　御

歳
代
稲
刈
り
（
抜
穂
）
み
と
し
ろ
い
ね

　
か
り
（
ぬ
い
ぼ
）

　  

（
十
月
中
か
十
一
月
上
旬
　
午
後
四
時
）

　
神
（
御
）
井
神
事
　
み
い
し
ん
じ

　
　
　
　
　  

（
十
一
月
一
日
　
午
後
四
時
）

　
上
神
（
御
）
井
祭
・
下
神
（
御
）
井
祭
　

　
か
み
み
い
さ
い
・
し
も
み
い
さ
い

　
御
移
神
事
（
諏
訪
様
遷
座
祭
）
お
う
つ
り

　
し
ん
じ
（
す
わ
さ
ま
せ
ん
ざ
さ
い
）

　
　 

（
十
一
月
三
日
　
夕
闇
　
午
後
五
時
） 

　
御
籠
祭
　お
こ
も
り
さ
い

　  

（
十
一
月
三
日
か
ら
四
月
ま
で
　
夕
刻
）

　
子
安
社
例
祭
　
こ
や
す
し
ゃ
れ
い
さ
い
　

　
　
　
　
　  

（
十
一
月
四
日
　
午
前
九
時
）

　
新
穀
感
謝
祭
（
新
嘗
祭
）
し
ん
こ
く
か
ん

　
し
ゃ
さ
い
（
に
い
な
め
さ
い
）

（
十
一
月
二
十
三
日
　午
前
十
時
）勤
労
感
謝
の
日

　
　十
三
社
例
祭
　じゅ
う
さ
ん
し
ゃ
れ
い
さ
い

　
　
　  

（
十
二
月
二
十
五
日
　
午
前
十
時
）

　
古
神
札
（
神
符
守
札
）
焼
納
式
　
こ
し
ん

　
さ
つ
（
し
ん
ぷ
し
ゅ
さ
つ
）
し
ょ
う
の
う

　
し
き

（
十
二
月
三
十
一
日
　
午
後
三
時
）

　
十
二
月
の
大
祓
式
（
師
走
の
祓
）
　
じ
ゅ

　
う
に
が
つ
の
お
お
は
ら
え
し
き
（
し
わ
す

　
の
は
ら
え 

）

　
　
　
　
　
（
十
二
月
三
十
一
日  

引
き
続
き
）

　
越
年
除
夜
祭
　
え
つ
ね
ん
じ
ょ
や
さ
い
　

　
　
　  

（
十
二
月
三
十
一
日
　
引
き
続
き
）

　
神
社
総
代
就
任
奉
告
祭
並
委
嘱
書
交
付
式

　
じ
ん
じ
ゃ
そ
う
だ
い
し
ゅ
う
に
ん
ほ
う
こ

　
く
さ
い
な
ら
び
に
い
し
ょ
く
し
ょ
こ
う
ふ

　
し
き
　
　
　
　
　
　
　    

（
午
後
二
時
）

　
秋
葉
社
（
講
）
例
祭  

あ
き
ば
し
ゃ
（
こ
う
）

　
れ
い
さ
い
（
三
月
二
十
六
日
　
午
後
四
時
）

　
　御
移
神
事
（
諏
訪
様
還
座
祭
）
お
う
つ
り

　
し
ん
じ
（
す
わ
さ
ま
か
ん
ざ
さ
い
）

　
　  
（
四
月
十
八
日
　
夕
闇
　
午
後
五
時
）

　
摂
社
諏
訪
神
社
（
下
宮
）
例
祭
　せ
っ
し
ゃ

　
す
わ
じ
ん
じ
ゃ 
（
し
も
の
み
や
） 

れ
い
さ
い

（
四
月
十
九
日
　
午
前
十
時
）

　
春
季
祭
（
御
本
社
上
宮
）
し
ゅ
ん
き
さ
い

　（
ご
ほ
ん
し
ゃ
か
み
の
み
や
） 

　

　
　  

（
四
月
十
九
日
　右
例
祭
に
引
き
続
き
）

　昭
和
祭
　
し
ょ
う
わ
さ
い

（
四
月
二
十
九
日
　
午
前
九
時
）
昭
和
の
日

　

　
　山
宮
社
例
祭
　
や
ま
み
や
し
ゃ
れ
い
さ
い

　
　
　
　
　
　  

（
五
月
十
日
　
午
前
九
時
）

　　
御
歳
代
田
作
り
　み
と
し
ろ
た
づ
く
り
　

　
　
　
　  

（
六
月
二
十
五
日
　
午
後
四
時
）

　
御
歳
代
種
蒔
神
事
並
祇
園
天
王
降
祭

　
み
と
し
ろ
た
ね
ま
き
し
ん
じ
な
ら
び
に
ぎ

　
冬
か
ら
春
の
半
年
間（
十
一
月

〜
四
月
）、生
島
大
神
・
足
島
大
神

に
御
奉
仕
さ
れ
た
諏
訪
大
神
が
御
本
社（
上

宮
）か
ら
摂
社（
下
宮
）に
お
還
り
に
な
ら
れ

る
御
移（
遷
）り
の
神
事
が
十
八
日
夕
刻
執
り

行
わ
れ
ま
す
。翌
十
九
日
に
は
摂
社（
下
宮
）

の
一
年
に
一
度
の
例
祭
が
、続
い
て
山
桜
咲

く
神
島
内
御
本
社（
上
宮
）の
春
季
祭
が
斎
行

さ
れ
ま
す
。

　
ま
た
本
年
同
日
、御
皇
室 

皇
嗣（
秋
篠
宮
）

殿
下
が
皇
嗣
に
な
ら
れ
た
こ
と
を
国
の
内
外

に
広
く
示
さ
れ
る「
立
皇
嗣
の
礼
」が
皇
居
内

宮
殿
に
於
い
て
国
の
儀
式
と
し
て
挙
行
さ
れ

ま
す
。つ
き
ま
し
て
は
、生
島
足
島
神
社
で
も

慶
祝
の
当
日
祭
が
春
季
祭
に
引
き
続
き
斎
行

さ
れ
ま
す
。　

新
緑
映
え
る
皐
月
、御
柱
が
伐

り
出
さ
れ
る
東
山
に
て
山
宮
社
の

例
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。山
宮
社
に
は
御
諏

訪
様
御
夫
婦
の
神
様
が
鎮
座
さ
れ
て
い
て
、

周
囲
に
は
東
信
濃
最
大
級
の
東
山
古
墳
群
が

点
在
、工
科
短
大
向
か
い
の「
い
に
し
え
の
丘

公
園
」に
は
こ
の
地
方
で
代
表
的
、貴
重
な
遺

構
と
さ
れ
る
市
指
定
史
跡「
他
田
塚
古
墳
」が

あ
り
ま
す
。山
宮
様
の
お
祭
り
の
頃
か
ら
、お

山
で
は
サ
ツ
キ
を
は
じ
め
と
す
る
ツ
ツ
ジ
や

様
々
な
草
木
の
花
が
咲
き
誇
る
本
格
的
な
里

山
の
時
期
と
な
り
ま
す
。お
参
り
に
ぜ
ひ
足
を

運
ん
で
み
ら
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
二
十
五
日
、祭
典
部
の
総
代
さ

ん
に
よ
り
神
田
の
田
作
り
が
行
わ

れ
る
と
五
日
後
の
三
十
日
夕
方
、神
田
横
の
御

仮
殿
に
祇
園
の
神
々
を
お
招
き
し
て
種
蒔
き

の
神
事
が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。続
い
て
午
後
六

時
頃
、今
年
上
半
期
の
締
め
と
し
て
六
月
の
大

祓
式（
夏
越
の
祓
）が
執
り
行
わ
れ
ま
す
。夏
越

の
祓
と
は
、誰
し
も
が
知
ら
ず
知
ら
ず
の
内
に

心
身
に
付
い
た
で
あ
ろ
う
半
年
間
の
罪
穢
れ

厄
災
を
人
形（
ひ
と
が
た
）に
託
し
て
清
め
祓

い
の
神
事
を
行
い
、茅
の
輪
を
く
ぐ
り
無
病
息

災
を
祈
る
夏
迎
え
の
祭
事
で
す
。

　
総
代
さ
ん
手
作
り
の
瑞
々
し
く
青
々
と
し

た
茅
の
輪
を
く
ぐ
る
こ
と
に
よ
り
、活
力
を

得
て
暑
さ
厳
し
い
夏
を
乗
り
越
え
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。神

社
で
は
授
与
所

に
て
事
前
に
人

形
を
用
意
し
て

あ
り
ま
す
の
で
、

当
日
参
列
で
き

な
い
方
も
祓
を

行
え
ま
す
。多
く

の
御
参
列
を
お

待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

神
社
年
間
行
事
予
定

春
か
ら
夏
へ 

こ
れ
か
ら
の
祭
典

三
月

四
月

五
月

一
月

二
月

六
月

四
月

五
月

六
月

池
内
宣
裕

禰
宜

六月の大祓式
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月
次
祭
　つ
き
な
み
さ
い

  

（
毎
月
朔
日
　午
前
九
時
）一
月
は
斎
行
し
な
い

　　
歳
旦
祭
　
さ
い
た
ん
さ
い

　     

（
一
月
一
日
　
午
前
九
時
） 正
月
元
旦

　
御
門
祭
　
み
か
ど
ま
つ
り

　
　
　
　
　
　  

（
一
月
八
日
　
午
前
八
時
）

　
荒
魂
社
例
祭
　あ
ら
み
た
ま
し
ゃ
れ
い
さ
い

　
　
　
　
　
　  

（
一
月
八
日
　
午
前
九
時
）

　
御
筒
粥
卜
（
占
）
神
事  

お
つ
つ
が
ゆ
う

　
ら
な
い
し
ん
じ
　

（
一
月
十
四
日  

夜  

御
籠
祭
後
引
き
続
き
）

　
御
筒
粥
卜
（
占
）
奉
告
祭
及
蟇
目
鳴
弦
並

　蛙
狩
神
事  

お
つ
つ
が
ゆ
う
ら
な
い
ほ
う
こ

　
く
さ
い
お
よ
び
ひ
き
め
め
い
げ
ん
な
ら
び

　
に
か
わ
ず
が
り
し
ん
じ

　
（
一
月
十
五
日 

午
後
一
時
）
旧
成
人
の
日

　
節
分
追
儺
祭
　せ
つ
ぶ
ん
つ
い
な
さ
い

　
　
　
　
　
　 

（
二
月
三
日
　
午
後
二
時
）

　会
員
年
度
表
彰
　  

　
　   

（
引
き
続
き
）

　
鬼
や
ら
い
豆
撒
き
　
　
　  

（
午
後
三
時
）

　
紀
元
（
節
）
祭
並
神
位
祭
　

　（
せ
つ
）
さ
い
な
ら
び
に
し
ん
い
さ
い
　

　
　
　
　
　  

（
二
月
十
一
日
　
午
前
十
時
）

　
祈
年
祭  

き
ね
ん
さ
い

　
　
　
　
　  

（
二
月
十
七
日
　
午
前
九
時
）

　
天
長
（
節
）
祭  

て
ん
ち
ょ
う（
せ
つ
）さ
い

 

（
二
月
二
十
三
日 

午
前
十
時
）
天
皇
誕
生
日

　
お
ん
て
ん
の
う
お
ろ
し
の
み
ま
つ
り
　

　
　
　
　
　  

（
六
月
三
十
日
　
午
後
五
時
）

　
六
月
の
大
祓
式
（
夏
越
の
祓
）
ろ
く
が

　
つ
の
お
お
は
ら
え
し
き（
な
ご
し
の
は
ら
え
）

　
　
　
　  
（
六
月
三
十
日
　
午
後
六
時
半
）

　　
祇
園
祭  

ぎ
お
ん
さ
い
（
七
月
最
終
日
曜
日
）

　
子
供
神
輿
・
大
人
神
輿
・
浦
安
の
舞

　
下
之
郷
三
頭
獅
子
舞
奉
納
奉
告
祭
し
も
の

　
ご
う
み
か
し
ら
し
し
ま
い
ほ
う
の
う
ほ
う

　
こ
く
さ
い
（
七
月
最
終
日
曜
日
午
後
二
時
）

　
獅
子
舞
奉
納

　
御
歳
代
植
苗
祭
（
御
田
植
神
事
）
並
祇
園

　祭 

み
と
し
ろ
し
ょ
く
び
ょ
う
さ
い
（
お
た

　
う
え
し
ん
じ
）
な
ら
び
に
ぎ
お
ん
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　  

（
翌
日
午
後
五
時
）

　　
　
　

　
田
面
神
事
　
た
の
も
し
ん
じ

　
　
　
　
　
　  

（
九
月
一
日
　
午
後
五
時
）

　
八
幡
社
例
祭
　
は
ち
ま
ん
し
ゃ
れ
い
さ
い

　
　
　
　
　  

（
九
月
十
五
日
　
午
前
十
時
）

　
例
祭（
秋
季
祭
） （
御
本
社
上
宮
）

  

れ
い
さ
い

　（
し
ゅ
う
き
さ
い
）

     

（
ご
ほ
ん
し
ゃ
か
み
の
み
や
）

 

　
　
　
　
　
　
（
九
月
十
九
日
　
午
前
十
時
）

　神
賑
祭（
歌
舞
伎
舞
台
）      　
し
ん
し
ん
さ
い

　
　
　
　
　  

　
　
　
　
　
（
午
後
一
時
半
）

　
　

　
　 　御

歳
代
稲
刈
り
（
抜
穂
）
み
と
し
ろ
い
ね

　
か
り
（
ぬ
い
ぼ
）

　  

（
十
月
中
か
十
一
月
上
旬
　
午
後
四
時
）

　
神
（
御
）
井
神
事
　
み
い
し
ん
じ

　
　
　
　
　  

（
十
一
月
一
日
　
午
後
四
時
）

　
上
神
（
御
）
井
祭
・
下
神
（
御
）
井
祭
　

　
か
み
み
い
さ
い
・
し
も
み
い
さ
い

　
御
移
神
事
（
諏
訪
様
遷
座
祭
）
お
う
つ
り

　
し
ん
じ
（
す
わ
さ
ま
せ
ん
ざ
さ
い
）

　
　 

（
十
一
月
三
日
　
夕
闇
　
午
後
五
時
） 

　
御
籠
祭
　お
こ
も
り
さ
い

　  

（
十
一
月
三
日
か
ら
四
月
ま
で
　
夕
刻
）

　
子
安
社
例
祭
　
こ
や
す
し
ゃ
れ
い
さ
い
　

　
　
　
　
　  

（
十
一
月
四
日
　
午
前
九
時
）

　
新
穀
感
謝
祭
（
新
嘗
祭
）
し
ん
こ
く
か
ん

　
し
ゃ
さ
い
（
に
い
な
め
さ
い
）

（
十
一
月
二
十
三
日
　午
前
十
時
）勤
労
感
謝
の
日

　
　十
三
社
例
祭
　じゅ
う
さ
ん
し
ゃ
れ
い
さ
い

　
　
　  

（
十
二
月
二
十
五
日
　
午
前
十
時
）

　
古
神
札
（
神
符
守
札
）
焼
納
式
　
こ
し
ん

　
さ
つ
（
し
ん
ぷ
し
ゅ
さ
つ
）
し
ょ
う
の
う

　
し
き

（
十
二
月
三
十
一
日
　
午
後
三
時
）

　
十
二
月
の
大
祓
式
（
師
走
の
祓
）
　
じ
ゅ

　
う
に
が
つ
の
お
お
は
ら
え
し
き
（
し
わ
す

　
の
は
ら
え 

）

　
　
　
　
　
（
十
二
月
三
十
一
日  

引
き
続
き
）

　
越
年
除
夜
祭
　
え
つ
ね
ん
じ
ょ
や
さ
い
　

　
　
　  

（
十
二
月
三
十
一
日
　
引
き
続
き
）

　
神
社
総
代
就
任
奉
告
祭
並
委
嘱
書
交
付
式

　
じ
ん
じ
ゃ
そ
う
だ
い
し
ゅ
う
に
ん
ほ
う
こ

　
く
さ
い
な
ら
び
に
い
し
ょ
く
し
ょ
こ
う
ふ

　
し
き
　
　
　
　
　
　
　    

（
午
後
二
時
）

　
秋
葉
社
（
講
）
例
祭  

あ
き
ば
し
ゃ
（
こ
う
）

　
れ
い
さ
い
（
三
月
二
十
六
日
　
午
後
四
時
）

　
　御
移
神
事
（
諏
訪
様
還
座
祭
）
お
う
つ
り

　
し
ん
じ
（
す
わ
さ
ま
か
ん
ざ
さ
い
）

　
　  

（
四
月
十
八
日
　
夕
闇
　
午
後
五
時
）

　
摂
社
諏
訪
神
社
（
下
宮
）
例
祭
　せ
っ
し
ゃ

　
す
わ
じ
ん
じ
ゃ 

（
し
も
の
み
や
） 

れ
い
さ
い

（
四
月
十
九
日
　
午
前
十
時
）

　
春
季
祭
（
御
本
社
上
宮
）
し
ゅ
ん
き
さ
い

　（
ご
ほ
ん
し
ゃ
か
み
の
み
や
） 

　

　
　  

（
四
月
十
九
日
　右
例
祭
に
引
き
続
き
）

　昭
和
祭
　
し
ょ
う
わ
さ
い

（
四
月
二
十
九
日
　
午
前
九
時
）
昭
和
の
日

　

　
　山
宮
社
例
祭
　
や
ま
み
や
し
ゃ
れ
い
さ
い

　
　
　
　
　
　  

（
五
月
十
日
　
午
前
九
時
）

　　
御
歳
代
田
作
り
　み
と
し
ろ
た
づ
く
り
　

　
　
　
　  

（
六
月
二
十
五
日
　
午
後
四
時
）

　
御
歳
代
種
蒔
神
事
並
祇
園
天
王
降
祭

　
み
と
し
ろ
た
ね
ま
き
し
ん
じ
な
ら
び
に
ぎ

　
私
た
ち
に
と
っ
て
神
棚
は
一
番
身
近

な
お
祭
り
の
場
と
言
え
ま
し
ょ
う
。神
棚

に
は
伊
勢
の
神
宮
か
ら
戴
い
た「
天
照
皇

大
神
宮
の
お
神
札（
神
宮
大
麻
）」、そ
の

次
に
氏
神
さ
ま
の
お
神
札
、そ
の
次
に
崇

敬
さ
れ
て
い
る
神
社
の
お
神
札
を
お
ま

つ
り
し
ま
し
ょ
う
。

　
祝
日
、神
社
の
お
祭
り
の
日
は
、日
本

国
民
で
あ
る
こ
と
、氏
子
で
あ
る
こ
と
の

自
覚
が
促
さ
れ
る
よ
い
機
会
で
す
。

　
玄
関
先
や
境
内
の
掲
揚
塔
、鳥
居
に

旗
竿
を
交
差
さ
せ
る
な
ど
し
て
国
旗
を

掲
げ
、お
祝
い
し
ま
し
ょ
う
。

三
社
造
り
の
場
合

一
社
造
り
の
場
合

神
棚
の
お
祭
り

国
旗
に
つ
い
て

七
月

八
月

九
月

十
一
月

十
月

十
二
月

三体重ねておまつりします

水　酒　米　酒　塩

ふ  

だ

ふ  

だ

ふ  

だ

じ
ん
ぐ
う
た
い
ま
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写
真
室
か
ら
の
お
知
ら
せ

八七七六

六七九八

六七八

五五七

六五六九 六八

歳子庚年二和令
早
稲（
わ
せ
） 

六
分

中
稲（
な
か
て
） 
七
分

晩
稲（
お
く
て
） 
八
分

夕
顔（
ゆ
う
が
お
） 八
分

桑（
く
わ
） 

七
分

大
豆（
だ
い
ず
） 
七
分

小
豆（
あ
ず
き
） 
六
分

春
蚕（
は
る
ご
） 
五
分

夏
蚕（
な
つ
ご
） 
五
分

秋
蚕（
あ
き
ご
） 
七
分

馬
鈴
薯（
ば
れ
い
し
ょ
） 
六
分

果
物（
く
だ
も
の
）
 

七
分

花
卉（
か
き
） 

九
分

蕎
麦（
そ
ば
） 

八
分

大
麦（
お
お
む
ぎ
）
 

六
分

小
麦（
こ
む
ぎ
） 

八
分

粟（
あ
わ
） 

六
分

黍（
き
び
） 

五
分

秋
菜（
あ
き
な
） 

六
分

大
根（
だ
い
こ
ん
）
 

九
分

生
島
足
島
神
社
御
筒
粥
卜
事

写
真
室
で
は
結
婚
式
に
必
要
な
す
べ
て
を

取
り
揃
え
て
お
り
ま
す
。

お
衣
裳
・
美
容
着
付
け
・
撮
影
と
神
社
内

で
全
て
が
行
え
ま
す
の
で
、と
て
も
ス
ム
ー

ズ
に
ご
用
意
が
出
来
ま
す
。

ま
た
、
参
列
者
の
留

袖
・
モ
ー
ニ
ン
グ
な

ど
も
ご
ざ
い
ま
す
の

で
是
非
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
ま
せ
。

夢
う
さ
ぎ 

写
真
室

   

℡
〇
一
二
〇
ー
八
六
二
ー
七
五
三

　
暦
の
上
で
春
本
番
！
。三
月
末
に
降
っ
た

雪
も
春
の
重
い
雪
。冬
の
間
眠
っ
て
い
た
身

体
を
動
か
す
準
備
運
動
が
こ
こ
ち
よ
い
。雪

避
け
作
業
中
、
雪
の
下
に
咲
い
た
福
寿
草
を

見
つ
け
春
を
感
じ
ま
し
た
。今
年
は
暖
冬
で

し
た
が
い
か
が
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
？

　
さ
て
、
当「
神
社
便
り
」を
益
々
充
実
し
た

内
容
に
と
考
え
て
お
り
ま
す
が
、
年
二
回
の

発
行
で
は
タ
イ
ム
リ
ー
に
情
報
提
供
が
出
来

な
い
た
め
、「
生
島
足
島
神
社
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
」
並
び
に
「
ま
い
ぷ
れ
」
に
よ
る
ス
マ
ホ
発

信
で
情
報
が
提
供
で
き
る
よ
う
本
年
度
改
善

す
る
予
定
で
検
討
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
の
本
誌
記
事
で
紹
介
し
ま
し

た「
生
島
む
す
び
」は
、
本
年
も
六
月
三
十
日

午
後
六
時
半
よ
り
開
始
さ
れ
る
「
夏
越
の
祓

（
六
月
の
大
祓
式
）」
終
了
後
に
お
頒
ち
し
ま

す
の
で
ご
家
族
皆
さ
ん
で
お
祓
い
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。（
昨
年
は
二
百
五
十
名
）

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
総
代
任
期
満
了

で
退
任
さ
れ
ま
し
た
滝
沢
善
明
さ
ん
大
変

ご
苦
労
様
で
し
た
。

　
氏
子
崇
敬
者
の
皆
さ
ん
に
は
昼
と
夜
の
温

度
差
が
激
し
い
季
節
で
す
。体
調
を
崩
さ
ぬ

よ
う
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

〈
広
報
部
〉

編
集
後
記

初
詣
・

 
福
だ
る
ま

　
平
成
か
ら
令
和
へ
時

代
が
引
継
が
れ
、令
和
初

め
て
の
新
年
を
昨
年
よ

り
約
一
万
人
増
の
初
詣

参
拝
者
を
お
迎
え
し
ま

し
た
。

　
節
分
追
儺
祭
神
事
、永

年
者
表
彰
式
典
に
続
き
、

多
数
の
方
に
お
集
ま
り

い
た
だ
き
豆
ま
き
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

節
分
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